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　平成16年に樹木医による名木保護育成調査にてナラタケモドキ
病感染が確認された。根本的な治療法がないため、継続的に経過
観察を行ってきた。年々樹勢が衰退し枯れが進行してきたことか
ら、所有者より解除したいとの連絡があった。平成28年7月14日
に行った樹木医診断によると、「根元から幹の広範囲に胴枯れが
あり樹勢は著しく衰退傾向。将来性は乏しく近い将来伐採を要す
る樹木である」との結果から、指定解除はやむを得ないと思われ
る。

案　内　図 

1

ねりまの名木の解除について（諮問第192号）

名木の所在地 高野台３－１０－３
指定年月日 H6.4.1 名木NO.

指定時直径 105㎝ 保護樹木NO.

第52号

第1508号

写　真

樹種
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枯れ枝が目立ち葉量が極端に少ない 広範囲の胴枯れ 

★ 

名木第５２号 


